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６　月６　月
定例会定例会

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
18
日
に
開
か
れ
、
諸
報
告
、
請
願
１
件
・
陳
情
１
件
を
不
採
択
、
一
般
質

問
（
３
名
３
件
）
が
行
わ
れ
た
。

　

村
長
提
出
議
案
は
、
条
例
改
正
等
11
件
、
補
正
予
算
２
件
、
同
意
案
件
11
件
及
び
発
議
３
件
な
ど

が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
し
可
決
し
た
。

な
し
で
１
年
間
徴
収
猶

予
で
き
る
特
例
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
被

保
険
者
に
係
る
傷
病
手

当
金
の
新
設
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
被

保
険
者
に
係
る
傷
病
手

当
金
の
支
給
に
伴
う
事

務
手
続
き
を
村
で
行
う
。

●
大
桑
村
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
等
に

係
る
損
害
補
償
の
保
償

基
礎
額
の
改
正
。

発　
　

議

●
大
桑
村
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

大
桑
村
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
を
令
和
２
年
７

月
か
ら
令
和
２
年
12
月

ま
で
の
期
間
、
一
律

３
％
減
額
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
増
額
等
の
財
政
支
援

を
早
期
に
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

結　

果

　

全
会
一
致　

採
択

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、

検
査
体
制
の
拡
充
と
地

域
医
療
対
応
体
制
の
確

立
等
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

結　

果

　

全
会
一
致　

採
択

条
例
改
正

●
大
桑
村
特
別
職
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

大
桑
村
特
別
職
の
給
与

を
令
和
２
年
７
月
か
ら

令
和
２
年
12
月
ま
で
の

期
間
減
額
す
る
も
の
。

村
長
10
％
、
副
村
長

５
％
、
教
育
長
３
％
の

減
額
。

●
大
桑
村
税
条
例
の
一
部

改
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
設
備
投
資
を
し

よ
う
と
す
る
中
小
業
者

に
対
し
減
免
の
拡
大
。

軽
自
動
車
税
環
境
性
能

割
１
％
軽
減
を
６
月
延

長
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
係
る
徴
収
猶
予
の
追

加
。

村
税
に
つ
い
て
延
滞
金

人　
　

事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
、
農
業
委
員
は
任
期
満
了
に

よ
り
改
選
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

特別職給与・議員報酬減額特別職給与・議員報酬減額
こんなことが決まりました

志

波　

英

利

原

田　

弘

恵

原　
　
　

洋
司

田

尻　

敦

司

木
戸
口　
　

茂

古

瀬　

好

昭

奥

野　

博

道

宮

森　

幸

男

東

野　

幸

夫

瓜

尾　
　

豊

農
業
委
員
会
委
員

任
期　

令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら
３
年

高

樋　

隆

円

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

任
期　

令
和
２
年
６
月
22
日
か
ら
３
年

東
　
　

上

長

野

中

野

尻

新

田

東
　
　

上

野

尻

下

在

殿
　
　

中

野
尻
上
町
上

和
　
　

村

下
　
　

条

野

尻

新

田

須
原
上
町
下
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第
２
回
定
例
議
会

に
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
承
認
１
件
、
報
告

２
件
、
工
事
請
負
契
約

２
件
、
条
例
一
部
改
正

２
件
、
規
約
変
更
１
件
、

補
正
予
算
３
会
計
で
あ

る
。
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
通
り
可
決
承
認

し
た
。
ま
た
、
今
回
は

正
副
議
長
及
び
委
員
会

構
成
が
あ
り
、
議
長
は

木
曽
町
の
栩
本
氏
、
副

議
長
は
王
滝
村
の
下
出

氏
が
選
任
さ
れ
た
。
当

村
関
係
で
は
、
岩
佐
議

長
が
総
務
常
任
委
員
と

議
会
運
営
委
員
会
副
委

員
長
、
瓜
尾
議
員
が
福

祉
環
境
委
員
、
鈴
木
議

員
が
経
済
観
光
常
任
委

員
会
委
員
長
と
議
会
運

営
委
員
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

以
下
、
要
点
報
告
。

●
工
事
請
負
契
約
２
件

　

令
和
２
年
度
木
曽
地

域
高
度
情
報
化
網
光
化

促
進
事
業
費
12
億
４
８

０
０
万
円
。

　

木
曽
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
旧
炉
施
設
解
体
工

事
費
２
億
６
９
５
０
万

円
。

●
条
例
一
部
改
正
２
件

　

議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
並
び
に
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
者
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
。

　

木
曽
広
域
連
合
介
護

保
険
条
例
の
一
部
改
正
。

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
収
入
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
場
合

等
に
お
け
る
第
一
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料

減
免
に
つ
い
て
、
国
が

示
す
基
準
に
準
拠
し
て

改
正
を
行
う
も
の
。

●
令
和
２
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算

　

補
正
額
７
０
７
万
円

増
額
し
、
総
額
47
億
８

１
４
３
万
円
と
す
る
も

の
。
主
た
る
要
因
は
、

人
件
費
の
組
替
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

●
令
和
２
年
度
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

補
正
額
３
５
８
万
円

減
額
し
、
総
額
43
億
１

２
５
９
万
円
と
す
る
も

の
。
人
事
異
動
に
よ
る

人
件
費
の
調
整
で
あ
る
。

●
令
和
２
年
度
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
補
正
額

14
万
円
増
額
し
、
補
正

後
収
支
総
額
１
億
３
８

５
２
万
円
と
す
る
も
の
。

資
本
的
収
支
補
正
額
13

万
円
増
額
し
、
補
正
後

支
出
総
額
２
２
９
４
万

円
と
す
る
も
の
。
人
件

費
の
調
整
と
利
息
の
確

定
に
よ
る
も
の
。

 （
報
告
者　

鈴
木　

武
）

◆
「
コ
ロ
ナ
に
負
け

る
な
！
大
桑
村
元
気

回
復
商
品
券
」

■Ｑ
元
気
回
復
商
品
券
の

詳
細
に
つ
い
て
は
。

■Ａ
１
万
円
分
の
商
品
券

を
令
和
２
年
７
月
１
日
現

在
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者
全
員
に

配
布
。
７
月
１
日
ま
で
に

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
妊
婦
は
１
万
円
の
商
品

券
を
追
加
。
申
請
は
不
要
。

世
帯
主
に
人
数
分
を
郵
送

で
配
布
。
１
万
円
分
の
商

品
券
の
内
、
５
千
円
分
は

飲
食
店
限
定
。
使
用
期
間

は
令
和
２
年
８
月
１
日
か

ら
令
和
３
年
１
月
31
日
ま

で
。
商
品
券
の
取
扱
店
は
、

村
内
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
推
進
宣
言
の
店
」
の
ス

テ
ッ
カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
を

提
示
し
て
い
る
店
。

　

議
会
終
了
後
、
国
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
増
額
さ
れ
、
商
品
券

の
総
額
が
２
万
円
に
増

額
さ
れ
ま
し
た
。

◆
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

 

２
台
購
入

■Ｑ
デ
ザ
イ
ン
は
。
運
行

は
い
つ
か
ら
。

■Ａ
イ
ラ
ス
ト
を
予
定
し

て
い
る
。
運
行
は
来
年
４

月
か
ら
。

◆
小
中
学
校
へ
人
数

分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入

■Ｑ
小
中
学
校
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
。

■Ａ
小
学
校
へ
１
０
７
台
、

中
学
校
へ
70
台
購
入
す
る
。

小
学
校
中
学
校
で
ソ
フ
ト

は
違
う
が
、
同
じ
機
種
を

購
入
す
る
。

補
正
予
算
審
議

補
正
予
算
審
議

６月６月
臨時会臨時会

◎
６
月
４
日

▼
条
例
改
正

●
大
桑
村
自
然
環
境
等
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
設
置
事
業
と

の
調
和
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置

す
る
た
め
に
は
村
長
の

同
意
を
得
て
、
村
民
の

意
見
を
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

事
業
区
域
が
村
の
定
め

る
抑
制
区
域
内
に
位
置

す
る
と
き
は
、
村
長
は

同
意
し
な
い
こ
と
等
を

明
記
し
た
。

木曽広域連合議会報告　（５月27日開催・木曽文化公園）木曽広域連合議会報告　（５月27日開催・木曽文化公園）

会  計  名 補 正 額 補正後の予算額 主 な 内 容

一般会計 9,822万円 46億7,581万円

バスデザイン作成委託 112万円
林地開発許可検討業務委託 143万円
元気回復商品券 3,600万円
スクールバス購入（2台） 1,657万円
小学校タブレット購入 1,114万円
中学校タブレット購入 1,131万円
中学校ランチルームエアコン設置 389万円

国保会計 309万円 3億6,570万円 新型コロナウィルス感染症対策
のための傷病手当の追加 309万円

令和２年度　会計別補正予算
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元
年
度
決
算
状
況　

速
報

　

令
和
元
年
度
各
会
計
の

決
算
の
状
況
は
次
の
と
お

り
。

課
後
子
ど
も
教
室
は
全
学

年
を
対
象
に
実
施
し
た
。

　

５
月
４
日
、
緊
急
事
態

宣
言
が
５
月
31
日
ま
で
延

長
が
決
ま
り
、
役
場
業
務

を
中
央
公
民
館
第
１
会
議

室
、
コ
ピ
ー
室
に
分
散
し

た
。

　

５
月
１
日
に
村
議
会
全

員
協
議
会
で
村
の
支
援
策

に
つ
い
て
協
議
。
定
額
給

付
金
は
５
月
11
日
以
降
に

申
請
書
を
発
送
。
５
月
29

日
に
第
１
回
目
の
振
り
込

み
が
示
さ
れ
た
。

　

５
月
14
日
に
「
緊
急
事

態
宣
言
」
の
解
除
を
受
け
、

第
５
回
対
策
会
議
を
開
催
。

こ
の
時
点
で
定
額
給
付
金

は
５
０
０
件
を
超
え
る
見

込
み
と
な
り
、
子
育
て
支

援
金
は
89
人
へ
の
振
り
込

み
が
完
了
。
65
歳
以
上
の

人
へ
マ
ス
ク
３
枚
、
約
４

４
３
０
枚
を
配
布
し
、
住

民
向
け
に
情
報
を
５
回
各

戸
配
付
し
た
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　

４
月
７
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
」
で
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
。

　

大
桑
村
へ
の
限
度
額
は

５
０
１
７
万
円
で
、
実
施

計
画
を
６
月
９
日
に
国
へ

提
出
し
た
。

　

主
な
計
画
は
次
の
と
お

り
。

庁
舎
建
設
進
捗
状
況　
　

　

現
在
、
庁
舎
建
設
は
工

事
の
発
注
、
着
工
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

材
料
支
給
の
木
材
は
、

村
有
林
材
を
製
材
し
て
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
加
工
を
進

め
て
い
る
。

　

工
事
発
注
に
つ
い
て
は
、

設
計
内
容
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
お
り
、
確
認
後

に
工
事
入
札
に
向
け
指
名

業
者
の
公
募
、
指
名
選
定
、

入
札
、
契
約
を
行
う
。
現

時
点
で
令
和
３
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。

行
政
報
告（
抜
粋
）新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

　

６
月
８
日
現
在
、
日
本

で
は
感
染
者
数
は
1
万
６

千
人
、
死
亡
者
数
は
９
０

０
人
と
な
っ
て
い
る
。
長

野
県
の
発
生
状
況
は
、
２

月
末
に
松
本
保
健
所
管
内

で
２
人
の
発
症
例
が
確
認

さ
れ
て
以
来
、
76
人
が
発

症
し
、
木
曽
保
健
所
管
内

で
は
４
人
の
発
症
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　

４
月
７
日
、
国
は
東
京

都
な
ど
７
都
道
府
県
に

「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発

出
。
こ
れ
を
受
け
て
村
で

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
を
設
置
し
、

業
務
継
続
計
画
案
の
確
認

を
し
、
業
務
を
行
っ
て
き

た
。

　

４
月
16
日
、
全
都
道
府

県
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
出
さ
れ
、
木
曽
保
健

所
管
内
で
の
発
症
も
確
認

さ
れ
た
た
め
、
小
中
学
校

は
４
月
17
日
か
ら
５
月
10

日
ま
で
休
校
措
置
を
と
り
、

保
育
園
は
自
由
登
園
、
放

会  計  別 歳入総額 歳出総額 差引残高 繰越明許費等 再差引残高 基金積立 翌年度繰越金
一般会計 3,958,160 3,828,216 129,944 10,024 119,920 59,970 59,950
村営水道事業特別会計 229,521 229,213 308 308 160 148
国民健康保険事業特別会計 323,246 317,648 5,598 5,598 2,800 2,798
農業集落排水事業特別会計 91,729 89,568 2,161 2,161 1,090 1,071
公共下水道事業特別会計 77,168 75,038 2,130 2,130 1,070 1,060
後期高齢者医療事業特別会計 64,445 64,337 108 108 0 108

令和元年度　各会計別年度末決算状況 （千円）

対 象 事 業 名 事  業  概  要 事 業 費

県・市町村連携感染拡
大防止協力金・支援金

長野県の休業要請に応じた事業
所へ県と連携して協力金等を給
付　県：20万円　村：10万円

150万円

村中小企業振興資金
保証料・利子補給

感染症の影響で信用保証協会
の保証で融資を受けた場合の
保証料を補給、利子を補給

1,000万円

村感染症対策経済支
援給付金（事業者）

感染症の影響を受け売り上げ
が減少した事業者への経済支
援給付金

2,100万円

村感染症対策経済支
援給付金（被雇用者）

感染症の影響を受け個人収入
額が減少した被雇用者を支援
する経済支援給付金

1,900万円

コロナに負けるな！
大桑村元気回復商品券

感染症の影響により冷え込ん
だ村の経済を元気づけるため
の商品券

3,800万円

感染症対策子育て
応援給付金

感染症の影響による子育て世
帯の経済負担を軽減するため
の給付金

778万円

スクールバス購入
バス内の密接、密閉空間を防
止するため各路線複数台で運
行し、密接、密閉空間を解消

1,657万円

中学校ランチルーム
エアコン設置

臨時休校により減少した授業日
数を確保するため夏季休暇を短
縮。中学校では密な状態を避け
るためランチルームを活用

389万円

地方創生臨時交付金　主な事業計画
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村
政
を
問
う

議
員
３
名
が

　一般質問は、村が行うすべての事務や事業に関
して何でも質問できる大事な議員活動の場です。
　年４回の定例会のみで、臨時会ではできません。
　今回は議会での密をできるだけ避けるため、緊
急性のある質問を優先しました。

・質問時間は30分
　大桑村議会では、議員が質問できる時間は答弁
を含め１人40分ですが、今回は１人30分としまし
た。

・一問一答方式
　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る一問
一答方式です。
　この方法は、より問題を深められる方法といわ
れています。

・事前通告
　質問したい議員には、前もって質問内容を記し
た事前通告書の提出を義務付けています。

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
18
日
に
３
名
３
件
を
行
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

質 一
問 般

一般質問とは

請　
　

願

●
新
庁
舎
建
設
工
事
の
発

注
を
令
和
３
年
６
月
に

延
期
す
る
こ
と
に
関
す

る
請
願

請
願
者

　

大
桑
村
大
字
長
野

　

沼　
　

尚
司

結　

果

　

全
会
一
致　

不
採
択

陳　
　

情

●
地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
へ
の
加
入
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て請
願
者

　

長
野
県
町
村
議
会
議
長

会
　

会
長　

下
平　

豊
久

結　

果

　

全
会
一
致　

不
採
択

お知らせ

議会を傍聴議会を傍聴
 してみませんかしてみませんか
　議会は公開が原則ですので、どな
たでも傍聴ができます。
　傍聴の手続きは、当日に傍聴者名
簿を記入していただくだけです。新
型コロナウイルス対策として、マス
クの着用、手指消毒をお願いしてお
ります。
　また、密を避けるために傍聴席の
数を減らしています。
　音声告知端末やケーブルテレビの
文字放送等で議会の日程をお知らせ
しています。次回の定例会は９月開
催予定です。
　ぜひお出かけください。
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■Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
・

経
済
支
援
と
し
て
、
当
村

は
２
万
円
の
子
育
て
応
援

給
付
金
、
上
限
10
万
円
の

経
済
支
援
給
付
金
の
独
自

支
援
を
お
こ
な
っ
た
。
ど

の
様
に
評
価
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
国
は
大
規
模

な
追
加
の
経
済
対
策
を
お

こ
な
う
。
当
村
も
、
追
加

の
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

■Ａ
支
援
事
業
の
達
成
率

は
、
97
％
以
上
。
家
計
、

家
庭
の
援
助
と
し
て
の
目

的
は
達
成
で
き
た
と
考
え

る
。
村
独
自
の
追
加
支
援

と
し
て
、
一
人
１
万
円
の

商
品
券
を
支
給
す
る
。

■Ｑ
暑
い
夏
の
季
節
を
迎

え
、
水
道
使
用
量
が
増
加

す
る
。
新
た
な
生
活
支
援

と
し
て
、
水
道
基
本
料
金

の
減
免
を
提
案
し
た
い
。

面
倒
な
申
請
手
続
き
不
要

の
支
援
は
、
高
齢
者
の
多

い
当
村
で
は
喜
ば
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

■Ａ
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
一
律
の
減
免

は
、
考
え
て
い
な
い
。
延

納
等
、
納
付
相
談
は
受
け

入
れ
て
い
る
。

■Ｑ
梅
雨
に
入
り
、
豪
雨

災
害
が
心
配
さ
れ
る
。
避

難
施
設
の
三
密
対
策
と
し

て
、
収
容
人
数
の
見
直

し
や
居
住
区
を
分
け
る

「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
が
必
要

で
は
な
い
か
。
避
難
施
設

の
追
加
や
新
た
な
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
、
避

難
施
設
の
在
り
方
の
見
直

し
は
さ
れ
て
い
る
か
。

■Ａ
避
難
施
設
の
数
は
、

今
後
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

避
難
方
法
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
お
お
く
わ
」
で
示

し
た
よ
う
に
、
知
人
宅
避

難
等
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
ほ
し
い
。

■Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
三

密
対
策
と
し
て
、
一
部
の

一　

般　

質　

問

課
が
中
央
公
民

館
で
業
務
を
お

こ
な
っ
た
。
一

極
集
中
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
方
が
、

経
済
効
果
が
高

い
と
さ
れ
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
分
散

型
社
会
・
テ
レ

ワ
ー
ク
と
い
っ

た
新
た
な
日
常

生
活
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い

る
。
今
ま
で
の

常
識
が
、
常
識

で
な
い
時
代
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
村
は
目
指

し
て
い
る
が
、
新
時
代
に

向
け
分
散
型
庁
舎
業
務
等
、

仕
事
改
革
を
検
討
し
て
は

如
何
か
。

■Ａ
機
密
情
報
も
あ
る
た

め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

時
差
出
勤
、
フ
レ
ッ
ク
ス

出
勤
は
、
検
討
し
た
い
。

住
民
票
な
ど
の
発
行
業
務

に
つ
い
て
は
、
分
散
業
務

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ
「
森
の
里
の
秋
ま
つ

り
」
等
、
今
後
の
村
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
影
響
は
。

■Ａ
県
で
は
８
月
末
ま
で

の
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
、

感
染
防
止
対
策
と
し
て
参

加
者
の
名
簿
作
成
を
義
務

付
け
て
い
る
。
９
月
以
降

も
継
続
す
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
現
時
点
で
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。

避難施設の三密対策は
 施設の運営方法等
対策は講じている 鈴木　　武 議員

防災訓練の様子防災訓練の様子

森の里の秋まつり森の里の秋まつり
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勝野　清子 議員

■Ｑ
特
別
定
額
給
付
金
申

請
で
は
97
・
４
％
と
高
い

申
請
率
と
早
い
対
応
で
し

た
が
、
高
齢
者
に
は
申
請

書
が
難
し
い
と
苦
情
も
多

く
、
目
の
不
自
由
な
方
、

理
解
不
能
な
方
た
ち
は

困
っ
て
い
た
。
特
に
遠
隔

地
や
独
居
の
高
齢
者
に
対

し
特
別
措
置
で
手
渡
し
で

届
け
る
方
法
は
で
き
な
い

の
か
。

■Ａ
三
密
や
接
触
を
避
け

る
為
の
仕
組
み
で
、
地
区

館
等
で
申
請
や
コ
ピ
ー
の

対
応
は
し
た
が
、
今
後
、

民
生
委
員
や
福
祉
係
等
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ
大
学
生
や
専
門
学
生

が
長
期
休
業

と
な
り
、
バ

イ
ト
も
で
き

ず
親
の
負
担

も
大
き
い
。

村
の
支
援
は
。

■Ａ
現
状
で

は
考
え
て
い

な
い
。

■■意見
親
た

ち
も
村
内
企

業
が
厳
し
い
中
な
の
で
、

村
か
ら
の
気
持
ち
を
届
け

て
ほ
し
い
。

■Ｑ
今
後
も
第
２
、
３
波

が
予
想
さ
れ
長
期
化
す
る

様
子
で
あ
り
、
秋
か
ら
冬

期
に
向
け
て
暖
房
費
補
助

の
考
え
は
な
い
か
。

■Ａ
福
祉
灯
油
券
発
行
交

付
要
綱
が
あ
り
、
灯
油
価

格
の
動
向
や
経
済
状
況
を

見
て
、
コ
ロ
ナ
と
は
関
係

な
い
が
冬
場
の
状
況
を
み

な
が
ら
考
え
る
。

■Ｑ
地
域
福
祉
計
画
基
本

目
標
の
中
で
、
支
え
あ
う

地
域
づ
く
り
を
提
言
し
て

い
る
が
、
緊
急
事
態
宣
言

で
介
護
度
の
つ
か
な
い
軽

度
の
行
き
場
を
失
っ
た
高

齢
者
の
対
応
は
。

■Ａ
カ
フ
ェ
参
加
者
の
と

こ
ろ
へ
個
別
で
訪
問
し
、

様
子
を
伺
い
見
守
り
を

行
っ
て
い
る
。
感
染
症
対

策
を
し
な
が
ら
６
月
下
旬

に
カ
フ
ェ
を
再
開
す
る
。

■Ｑ
自
粛
中
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
、

引
き
こ
も
り
や
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
体
調
不
良

に
な
っ
た
独
居
の
高
齢
者

等
の
対
応
に
窓
口
を
作
っ

て
欲
し
い
。「
し
ゃ
く
な

げ
」
の
閉
所
の
理
由
と
後

利
用
に
つ
い
て
。

■Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
サ

テ
ラ
イ
ト
事
業
所
と
し
て

利
用
者
が
減
少
し
た
た
め
。

今
後
は
カ
フ
ェ
と
し
て
利

用
す
る
。

■■意見
自
立
支
援
の
方
に

は
カ
フ
ェ
の
延
長
の
様

な
形
で
、
設
備
も
整
っ

た
「
し
ゃ
く
な
げ
」
で
風

呂
も
利
用
で
き
、
昼
食
付
、

買
い
物
に
も
同
行
可
能
な

有
料
サ
ー
ビ
ス
の
居
場
所

づ
く
り
を
望
む
。

　

今
後
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
住
民
参
加
の

支
え
あ
い
、
福
祉
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の

ケ
ア
ネ
ッ
ト
チ
ー
ム
を
作

り
、
地
域
住
民
や
民
生
委

員
、
保
健
師
、
社
協
職
員
、

介
護
員
等
と
が
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
軽
い
認
知
症

の
一
人
暮
ら
し
や
、
昼
間

一
人
で
家
に
い
る
高
齢
者
、

子
育
て
に
困
っ
て
い
る
若

い
世
帯
や
精
神
障
が
い
者

と
そ
の
家
族
等
を
見
守
り
、

声
掛
け
、
話
し
相
手
を
主

な
活
動
と
す
る
体
制
づ
く

り
を
提
案
し
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
全
国
の
高

齢
者
が
３
５
０
０
万
人
に

達
す
る
見
込
み
と
な
り
、

ま
す
ま
す
要
介
護
認
定
が

厳
し
く
な
り
、
認
定
さ
れ

な
い
高
齢
者
に
対
す
る
対

策
の
充
実
を
望
む
。

新型コロナウイルス感染拡大に
よる住民生活支援について
長期化に備えて対応する

一　

般　

質　

問

活動再開カフェ活動再開カフェ

猛威を振るう新型コロナウイルス猛威を振るう新型コロナウイルス
（提供：国立感染研究所）（提供：国立感染研究所）
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■Ｑ
感
染
症
対
策
と
し
て

国
の
給
付
金
や
村
の
独
自

支
援
に
よ
る
子
育
て
世
代

や
事
業
者
へ
の
給
付
事
業

が
始
ま
っ
て
い
る
中
、
地

域
経
済
や
く
ら
し
の
現
状

を
ど
う
見
て
い
る
か
。

■Ａ
宣
言
解
除
後
も
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
だ
。

自
動
車
関
係
は
５
月
か
ら

の
週
３
〜
４
日
の
勤
務
が

６
月
中
旬
に
は
徐
々
に
動

き
出
し
た
。
飲
食
関
係
は

宴
会
の
見
送
り
な
ど
で
ま

だ
厳
し
さ
が
続
い
て
い
る
。

■Ｑ
長
丁
場
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
が
、
村
の
追
加

支
援
と
し
て
ひ
と
り
１
万

円
の
商
品
券
配
布
事
業
は

飲
食
店
応
援
に
繋
が
る
。

さ
ら
に
村
の
独
自
支
援
の

事
業
者
、
被
雇
用
者
へ
の

給
付
金
事
業
は
期
間
延
長

を
し
て
状
況
に
応
じ
て
再

度
、
申
請
で
き
る
よ
う
に

な
ら
な
い
か
。

■Ａ
村
の
独
自
支
援
事
業

は
こ
れ
ま
で
事
業
所
36
社

１
０
２
０
万
円
、
被
雇
用

者
24
人
１
３
０
万
円
の
給

付
を
行
っ

て
い
る
。

　

経
済
の

回
復
に
は

長
い
時
間

が
か
か
る

た
め
、
今

後
は
国
や

県
の
予
算

を
見
な
が

ら
、
期
間

延
長
や
２

回
目
の
対

応
も
し
て

い
き
た
い
。

■Ｑ
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
く

ら
し
や
営
業
が
困
難
な
と

き
に
、
税
金
や
公
共
料
金

な
ど
の
支
払
い
猶
予
や
国

保
料
減
免
な
ど
様
々
な
役

立
つ
制
度
が
あ
る
。
住
民

に
わ
か
り
や
す
く
周
知
を

は
か
り
、
活
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

■Ａ
税
金
や
、
上
下
水
道

料
金
に
つ
い
て
分
納
や
支

払
い
猶
予
制
度
も
活
用
し
、

柔
軟
に
対
応
し
た
い
。
国

保
料
も
国
に
よ
る
減
免
制

度
が
あ
る
の
で
周
知
し
て

い
き
た
い
。

■Ｑ
子
育
て
世
代
へ
の
経

済
支
援
と
し
て
、
給
食
費

の
減
免
は
で
き
な
い
か
。

上
松
町
や
木
曽
町
で
は
助

成
を
し
て
い
る
。

■Ａ
村
で
は
主
食
代
を
公

費
負
担
し
て
お
り
、
現
状

で
は
考
え
て
い
な
い
。

■■意見
以
前
の
一
般
質
問

で
給
食
は
教
育
の
一
環
で

あ
り
無
償
化
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
必
要
性
を
認
め
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

実
現
に
向
け
再
検
討
を
。

一　

般　

質　

問

■Ｑ
学
校
が

再
開
し
た
が

休
校
に
よ
り

ス
ト
レ
ス
や

不
安
を
抱
え

る
子
ど
も
達

へ
の
心
の
ケ

ア
や
学
習
、

行
事
、
部
活

な
ど
の
様
子

は
。

■Ａ
心
の
ケ

ア
は
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
心
の

相
談
員
が
対

応
、
行
事
は
な
る
べ
く
外

部
と
の
ふ
れ
あ
い
を
減
ら

す
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

部
活
は
始
ま
っ
た
。
学
習

の
遅
れ
は
夏
休
み
の
短
縮

で
取
り
戻
し
て
い
く
。

■Ｑ
猛
暑
が
予
想
さ
れ
る

中
で
の
学
習
と
な
る
が
、

環
境
整
備
は
。

■Ａ
小
中
学
校
の
普
通
教

室
は
す
べ
て
エ
ア
コ
ン
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
エ
ア
コ
ン
の
な
か
っ

た
中
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

今
回
、
予
算
化
し
た
。

■Ｑ
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
が
ひ
と
り
１
台
配
備
さ

れ
る
が
、
ネ
ッ
ト
環
境
の

な
い
家
庭
へ
の
支
援
を
求

め
る
。

■Ａ
調
査
し
て
対
応
し
た

い
。

■Ｑ
村
独
自
の
追
加
支
援

を
求
め
る
。

■Ａ
国
、
県
の
予
算
を
み

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

村独自の追加支援を求める
国、県の予算をみながら対応したい

瓜尾美佐子 議員

国、村が配付したマスク国、村が配付したマスク

小学校　給食の様子小学校　給食の様子
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議会活動日誌
３　　　月

３日 ３月定例会
４日 ３月定例会
５日 議会運営委員会
９日 庁舎建設特別委員会
12日 ３月定例会

議会報編集特別委員会
13日 ３月定例会
17 日 健康増進対策推進協議会
19日 社会福祉協議会理事会
24日 ３月定例会
27 日 社会福祉協議会評議員会
29日 消防団退団任命式

４　　　月
６日 新型コロナウイルスに係る 

村内企業ヒアリング
８日 議会報編集特別委員会

新型コロナウイルスに係る 
村内企業ヒアリング

９日 新型コロナウイルスに係る 
村内企業ヒアリング

15 日 議会報編集特別委員会
24日 新型コロナウイルスに係る 

村内企業状況報告会
28日 町村議会議長会

５　　　月
１日 全員協議会

18日 広域議会運営委員会
広域議会総務常任委員会

19日 広域議会経済観光常任委員会

20日 広域議会福祉環境常任委員会

27日 広域議会５月定例議会

６　　　月
４日 ６月臨時議会

全員協議会

８日 郡議長会

９日 議会運営委員会

10日 社会福祉協議会理事会

◎
５
月
１
日
開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
村
独

自
の
支
援
策
に
つ
い
て
及

び
、
川
向
地
区
太
陽
光
発

電
施
設
に
つ
い
て
、
村
か

ら
説
明
を
受
け
た
。

大
桑
村
新
型
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
子
育
て
応
援
給

付
金

　

平
成
14
年
４
月
２
日
以

降
に
出
生
し
令
和
２
年
４

月
30
日
に
お
い
て
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
者
に
１
人
に
つ
き
２
万

円
を
給
付
す
る
。

大
桑
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
経
済
支

援
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
売
上
額
が
減
少
し
た

事
業
者
及
び
個
人
収
入
額

が
減
少
し
た
被
雇
用
者
を

支
援
す
る
た
め
、
給
付
金

を
事
業
者
は
30
万
円
、
被

雇
用
者
は
10
万
円
を
上
限

に
交
付
す
る
。

川
向
地
区
太
陽
光
発
電
施

設
に
つ
い
て

　

川
向
地
区
に
太
陽
光
発

電
施
設
の
拡
張
工
事
の
話

が
あ
り
、
村
が
窓
口
と

な
っ
た
。
ま
た
、
県
に
林

地
開
発
の
申
請
に
向
け
て

事
前
相
談
が
あ
っ
た
。

　

村
と
し
て
条
例
改
正
を

検
討
し
て
い
る
。

◎
６
月
４
日
開
催

　

「
大
桑
村
自
然
環
境
等

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
設
置
事
業
と
の

調
和
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」
に
つ
い
て
、
村

か
ら
の
説
明
を
受
け
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
を
設
置
す
る
場

合
に
は
村
長
の
同
意
が
必

要
と
な
り
、
抑
制
区
域
内

に
位
置
す
る
と
き
に
は
村

長
は
同
意
を
し
な
い
。
等

と
明
記
さ
れ
た
。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

川向地区の太陽光パネル川向地区の太陽光パネル

会　　計 令和２年度 令和元年度 比　　較

一般会計 47億7,436万円 40億6,654万円 7億   782万円

介護保険
特別会計 43億1,617万円 42億7,505万円 4,112万円

下 水 道
事業会計  1億3,837万円 － 1億3,837万円

令和２年度当初予算

＊令和２年度から下水道事業会計が新設されました。

正
　

「
お
お
く
わ
議
会
だ
よ

り
第
１
６
０
号
」
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

を
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●

５
ペ
ー
ジ

「
人
事
」
教
育
長
の
任
命

正
野の

知ち

里り

浩こ
う

寿じ
ゅ

●

14
ペ
ー
ジ

木
曽
広
域
連
合
議
会
報

告

お
詫
び



がんばる

　はなの木薬局は、平成13年に坂下病院（現
在の坂下診療所）の前に開局し、翌年の平成
14年に大桑村に大桑はなの木薬局を開局しま
した。現在は、石川県、富山県にも薬局を展
開し、訪問看護事業も手がけています。大桑
はなの木薬局は薬剤師２名、登録販売者３名
の５人体制で、病院など全国の医療機関の処
方せん調剤、一般用医薬品や衛生用品、健康
食品などの販売、薬の相談などを行っていま
す。最近では、薬局に求められる役割が多岐
にわたるようになり、病気にならないための
健康づくりなどの相談、介護職の方や地域包

括支援センター、介護施設のスタッフの方々
など他職種と連携して患者さんの家に訪問し
て薬の管理や服用のお手伝いも実施していま
す。木曽は、医療資源が乏しい地域と言われ
ていますが、その中で、私たちはなの木薬局
は、「このまちで最も魅力的な薬局を創りま
しょう」を理念に、地域の皆さんの健康を支
援するために日々努力しております。
� (薬局長　山瀬　聡さん）

４村内企業
大桑 はなの木薬局
～地域の健康づくりのお手伝い～

村への思い

� 長野中　古谷　衣理さん
　私は勉学のために２年間こ
の大桑村を離れて暮らしてい
た時期がありました。一度離れたことで、
大桑村の魅力に改めて気づき、これからも
過ごしていきたいという思いがあります。
　人柄の温かいこの大桑村では、老若男女
問わずコミュニケーションをとる姿をよく
目にしてきました。小さい頃から近所の方
と声を掛け合ったり、分館活動に参加した
り、それが当たり前という感覚があるから
だと思っています。私の小さい頃よりも活
動が縮小しているのが現実ですが、世代が
違ってもみんなで楽しみながら交流ができ
る場があれば嬉しいです。また大桑村の自
然もとても力となってくれていると感じて
います。私にできることはほんのわずかで
はありますが、これからも尊敬、笑顔、感
謝を忘れず、多くの方と関わり過ごしてい
きたいです。

笑顔と感謝を忘れず

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長
　
細
田
　
光
一

副
委
員
長
　
沼
　
　
友
行

委
　
　
員
　
清
水
　
芳
昭

坂
家
　
重
吉

勝
野
　
清
子

▼
梅
雨
前
線

　
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
長
雨
が
降
り
続
き
、

不
安
で
過
ご
し
た
ひ
と
時
の
雨
上
が
り

の
晴
れ
間
に
、
ふ
っ
と
心
が
癒
さ
れ

た
紫
陽
花
で
し
た
。

表
紙
撮
影
　
　
勝
野
清
子
さ
ん
（
茶
屋
町
）

フォ
ト
ファ
イ
ル

▼
新
型
コ
ロ
ナ
や
異
常
気

象
等
、
私
達
の
日
常
を
遥

か
に
超
え
た
現
象
が
発
生

し
て
い
る
昨
今
で
す
。

　
一
層
の
助
け
合
い
と
協

力
の
も
と
、
共
に
支
え
合

い
こ
の
期
を
脱
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
‼

委
員
長　
細
田
光
一

編
集
後
記
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発
行

／
大

桑
村

議
会

　
議

会
報

編
集

特
別

委
員

会
　

　
　

399-5503 長
野

県
木

曽
郡

大
桑

村
大

字
長

野
2778　

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　

　
HP  http://w

w
w

.vill.ookuw
a.nagano.jp/　

　
m

ail  info@
vill.ookuw

a.nagano.jp
印

刷
／

木
曽

オ
ー

ル
プ

リ
ン

ト
株

式
会

社

 「
お

お
く

わ
議

会
だ

よ
り

」
は

環
境

に
優

し
い

再
生

紙
と

ベ
ジ

タ
ブ

ル
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
令

和
２

年
７

月
30日

発
行

く わ
お
お

第
161

号
議
会
だ
よ
り


